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マルチ SSID の設定

「マルチ SSID」機能は、1 台の無線アクセスポイントで複数の SSID を管理する機能です。
パソコンとゲーム機の SSID を分けることで、パソコン側は強力な暗号を設定しつつ、ゲー
ム機の Wi-Fi 通信を行うなどの設定をすることができます。

❶	［無線設定］の 2.4GHz〈基本設定〉画面を表示します。。
❷	 マルチ SSID  をクリックします。
❸	 マルチ SSID1、またはマルチ SSID2 の［使用します］をチェックします。
❹	 SSID1、または SSID2 を入力します。
❺	 必要に応じて、［SSID ステルス機能］を設定します（P55 の一覧表参照）。
❻	 適用  をクリックします。このあとの操作は P54「設定を変更した場合」をお読みくだ

さい。

マルチ SSID の追加を行った場合、続けて P60「セキュリティを設定する（無線の暗号化）」を
お読みいただき、無線の暗号化を行った上でご利用ください。

MEMO

2.4GHz 帯［11n/g/b］の設定については、P54「基本設定（2.4GHz 帯［11n/g/b］の場合）」を
お読みください。

画面左のメニューリストから［無線設定（5GHz）］→［基本設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

マルチ SSID 「マルチ SSID」を使用し、ゲーム機用の SSID やゲスト用の SSID などを設定す
ることができます。
設定方法については P56「マルチ SSID の設定」をお読みください。（初期値：
無効）。

5G SSID ※ 1 無線 LAN で使用する SSID を入力します。（初期値：elecom5g-XXXXXX※ 2）

チャンネル幅 11ac 規格でのチャンネル幅を設定します。11ac 対応の無線クライアントと
接続する場合、「Auto 80/40/20MHz」に設定することで伝送速度を速くする
ことができます。ただし、他の無線 LAN との干渉などによっては、伝送速度
が変わらない場合もあります。

チャンネル 以下の中から、使用するチャンネルを選択します。
Auto、ch 36、40、44、48、52、56、60、64、100、104、108、112、116、
120、124、128、132、136、140
※「 ch 132」と「ch 136」で は 80MHz は 使 用 で き ま せ ん。「ch 140」で は
80/40MHz は使用できません。

SSID ステルス機能 「無効」の場合は、無線 LAN 子機側の設定ユーティリティなどから本製品に設
定した SSID を確認することができます。「有効」にした場合は、無線 LAN 子
機側の設定ユーティリティなどで、本製品の SSID を表示できなくなります。
不正アクセスを防ぐためや、SSID を第三者に見せたくない場合などに「有効」
にします。（初期値：無効）

基本設定（5GHz 帯［11ac/11an］の場合）

MEMO

画面の
表示

MEMO
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送信出力 電波の出力強度を調整できます。電波が遠くまで飛びすぎる場合に、環境に
あわせて強度を設定します。（初期値：100%）

※ 1：仕様上、本製品は SSID ごとにセキュリティ設定を変更することはできません。
※ 2：X は 0〜9・a〜f で構成されたランダムな半角英数字です。

マルチ SSID の設定

「マルチ SSID」機能は、1 台の無線アクセスポイントで複数の SSID を管理する機能です。
パソコンとゲーム機の SSID を分けることで、パソコン側は強力な暗号を設定しつつ、ゲー
ム機の Wi-Fi 通信を行うなどの設定をすることができます。

❶	［無線設定］の 5GHz〈基本設定〉画面を表示します。
❷	 マルチ SSID  をクリックします。
❸	 マルチ SSID1、またはマルチ SSID2 の［使用します］をチェックします。
❹	 SSID1、または SSID2 を入力します。
❺	 必要に応じて、［SSID ステルス機能］を設定します（P57 の一覧表参照）。
❻	 適用  をクリックします。このあとの操作は P57「設定を変更した場合」をお読みくだ

さい。

マルチ SSID の追加を行った場合、続けて P60「セキュリティを設定する（無線の暗号化）」を
お読みいただき、無線の暗号化を行った上でご利用ください。

MEMO

WPS（Wi-Fi Protected Setup）機能の設定をします。

画面左のメニューリストから［無線設定（2.4GHz または5GHz）］→［WPS 設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

WPS の無効 WPS 機能を無効にする場合にチェックします。（初期値：オフ）

PIN 方式の無効 PIN 方式を無効にする場合にチェックします。（初期値：オフ）

本製品の PIN コード 本製品の PIN コードを表示します。

PBC 方式で接続 適用  をクリックすることで、WPS 機能を実行できます。本製品の
本体に装備された「WPS 設定ボタン」を押すのと同じことです。

無線端末の PIN コード入力 本製品側で無線 LAN 子機の PIN コードにあわせる場合に、ここに無線
LAN 子機側の PIN コードを入力し、 適用  をクリックします。

WPS 設定

画面の
表示

MEMO



60 61

Chapter 3　詳細設定編 WRC-1167GHBK2

無線 LAN で使用するデータの暗号化など、セキュリティの設定方法について説明します。

●本製品で設定可能な暗号化セキュリティ機能

WPA プレシェアードキー データの暗号化だけでなく認証機能も含まれた二重のセキュリティ機
能です。WEP よりも高度な暗号化方式で、パソコンを使う無線 LAN の
セキュリティ機能の主流となっています。
本製品では、WPA2-PSK（AES）が使用できます。

WEP 無線 LAN の普及期からある暗号化方式です。本製品は 64bit と 128bit の
2 種類の暗号強度が選択できます。ご利用の無線 LAN 環境で「WPA プレ
シェアードキー」が使用可能な場合は、そちらを使用することをお勧め
します。
※ WEP にしか対応していない携帯用ゲーム機の Wi-Fi 接続や「こども
ネットタイマー」において、WEP による暗号化機能を利用する場合は、
こちらをご使用ください。

4	 セキュリティを設定する（無線の暗号化）
●本製品のセキュリティ設定の初期値

項目 本製品の設定値（初期値）

SSID 2.4G SSID：elecom2g-XXXXXX
5G SSID：elecom5g-XXXXXX
こどもネット SSID（2.4G 専用）：e-timer-XXXXXX
※ X は、任意の英数字（0〜9、a〜f）です。

認証方式 WPA プレシェアードキー（WPA-PSK）

暗号化方式 AES

WPA ユニキャスト
暗号スイート

WPA2-PSK（AES）

共有キー
フォーマット

パスフレーズ

暗号キー 本製品に付属の設定情報シート、または本製品の底面にある暗号キーラベル
をご覧ください。使用されている文字は半角英数字の大文字です。

KEY 記入欄

●設定情報シート

●暗号キーラベル

暗号キー
（X には、0～9、A～H のランダムな

 半角英数字 13 文字が入ります）

XXXXXXXXXXXX

elecom2g-XXXXXX
elecom5g-XXXXXX
e-timer-XXXXXXX

XXXXXXXXXXXXX

暗号キー
（X には、0～9、A～H のランダムな

 半角英数字 13 文字が入ります）

XXXXXXXXXXXXX
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WPA プレシェアードキー（WPA-PSK）を使ってセキュリティ設定をします。WPA2-PSK は、
小規模なネットワークでも安全度の高いセキュリティを簡単に実現できます。設定にあたっ
ては、あらかじめ「共有キー」を決めておいてください。

画面左のメニューリストから［無線設定（2.4GHz または 5GHz）］→［暗号化設定］を選択しま
す。

※ 2.4GHz の設定画面を例に説明していますが、5GHz でも設定方法は同様です。

■1	 ［SSID の選択］で、セキュリティ設定をする「SSID」を選択します。

WPA-PSK の設定

本製品および本製品に接続する、すべての無線 LAN 子機は、無線 LAN に関する各項目
の設定値が同一になっている必要があります。設定が一部でも異なっていると無線 LAN
子機から本製品にアクセスすることはできません。

注 意

画面の
表示

選択する

■2	 ［認証方式］で、「WPA Pre-Shared Key」を選択します。

■3	 ［暗号方式］で、暗号化の種別を選択します。

ご使用になる無線子機が対応している種別を選択します。本製品は WPA-PSK の場合は
「TKIP」のみになります。

WPA（TKIP） WPA-PSK のうち暗号化形式に「TKIP」を使用します。本製品は WPA-PSK については
「AES」を選択できません。

WPA2（AES） WPA2-PSK のうち暗号化形式に「AES」を使用します。

WPA2 Mixed 無線子機に WPA-PSK（「AES」または「TKIP」）と WPA2-PSK（「AES」または「TKIP」）が
混在している場合でも、この項目を選択しておくといずれの無線子機とも接続でき
ます。また、無線子機がすべて「WPA2-PSK（TKIP）」の場合も、こちらを選択します。

■4	 ［キーの種類］で暗号化キーの入力形式を選択します。

パスフレーズ（8〜63 文字） 半角英数字（8〜63 文字）を使用できます。

Hex（64 文字） 16 進数 64 文字（固定）を使用できます。

※ 16 進数とは、半角英数字の 0〜9、a〜f を組み合わせた文字列です。

選択する

選択する

MEMO

選択する
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■5	 ［暗号キー］に、手順 4  で選択した入力形式で文字列を入力します。

■6	 すべての設定が終われば 適用  をクリックします。

■7	 「設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。

●他の設定を続ける場合→ 戻る  をクリックします。引き続き他の項目を設定します。
●変更した設定を保存して有効にする場合→ 更新  をクリックし、手順 8  へ進みます。

■8	 待ち時間が表示され、しばらくすると自動的に < ステータス > 画面が表示されます。

■9	 これで本製品のセキュリティ設定は完了です。同じ設定を無線 LAN 子機側にも設定し
てください。
⿠無線 LAN 子機側の設定方法は、無線 LAN 子機のマニュアルをお読みください

ここをチェックすることで、現在のパスワードを表示できます。

入力する

クリック

クリック

無線通信の暗号化セキュリティに「WEP」を使用します。
PSP、ニンテンドーDS Lite など WEP にしか対応していない機器を接続される場合は、こち
らをご使用ください。

画面左のメニューリストから［無線設定（2.4GHz）］→［暗号化設定］を選択します。

■1	 ［SSID の選択］で、「e-timer-XXXXXX」を選択します。

※ X は任意の英数字（0〜9、a〜f）です。

WEP の設定

本製品および本製品に接続する、すべての無線 LAN 子機は、無線 LAN に関する各項目
の設定値が同一になっている必要があります。設定が一部でも異なっていると無線 LAN
子機から本製品にアクセスすることはできません。

注 意

画面の
表示

選択する
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■2	 ［認証方式］で、「WEP」を選択します。

■3	 ［キー長］で、bit 数を選択します。通常は 128bit を選択します。

ご使用になる無線子機が 64bit にしか対応していない場合などは、64bit を選択します。ご
使用になる無線子機に 1 台でも 64bit にしか対応していないものがある場合は、64bit しか
使用できません。なお、64bit はセキュリティ性が低くお勧めできませんので、なるべく使
用しないでください。

■4	 ［キーフォーマット］で暗号化キーの入力形式を選択します。

⿠ここで選択した形式の文字列で暗号化キーを設定します。

ASCII（5 文字） キー長で 64bit を選択した場合です。［暗号化キー］に、半角英数字 5 文字を入力
します。

ASCII（13 文字） キー長で 128bit を選択した場合です。［暗号化キー］に、半角英数字 13 文字を入
力します。

Hex（10 文字） キー長で 64bit を選択した場合です。［暗号化キー］に、16 進数 10 文字を入力し
ます。

Hex（26 文字） 1 キー長で 128bit を選択した場合です。［暗号化キー］に、16 進数 26 文字を入力
します。

※ 16 進数とは、半角英数字の 0〜9、a〜f を組み合わせた文字列です。

選択する

選択する

MEMO

選択する

■5	 ［初期送信キー］は、［キー1］以外は使用できません。［キー1］が選択されていることを
確認し、そのまま手順  6   へ進みます。

■6	 手順 4  で選択した文字入力形式で、［暗号キー1］〜［暗号キー4］すべてに、同じ
文字列を入力します。

⿠本製品では、4 つの暗号キーの入力欄に、すべて同じ文字列を入力する必要があります。
文字列が入力されていない暗号キーや、入力欄ごとに異なる文字列を入力した場合は、
正常に使用できません。

■7	 「すべての設定が終われば 適用  をクリックします。

確認する

※ 4 つの暗号キーの入力欄に、
すべて同じ文字列を入力す
る必要があります。

ここをチェックすることで、現在のパスワードを表示できます。

入力する

クリック
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■8	 「設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。

●他の設定を続ける場合→ 戻る  をクリックします。引き続き他の項目を設定します。
●変更した設定を保存して有効にする場合→ 更新  をクリックし、手順 9  へ進みます。

■9	 待ち時間が表示され、しばらくすると自動的に < ステータス > 画面が表示されます。

■10	 これで本製品のセキュリティ設定は完了です。同じ設定を無線 LAN 子機側にも設定し
てください。
⿠無線 LAN 子機側の設定方法は、無線 LAN 子機のマニュアルをお読みください

クリック

c

有線の LAN ポートおよび INTERNET ポートに関する設定などをします。

本製品の LAN（ローカルネットワーク）側の IP アドレス情報等を設定します。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN 設定］→［LAN 設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

IP アドレス 本製品の LAN 側の IP アドレスです。
初期値は「192.168.2.1」です。

サブネットマスク 使用中のネットワークのサブネットマスクを入力します。
初期値は「255.255.255.0」です。

DHCP 範囲 DHCP サーバ機能を利用する場合、DHCP サーバがクライアントに自動的に
割り付ける IP アドレスの範囲を指定します。開始アドレス〜終了アドレスの
範囲でクライアントに IP アドレスが自動的に割り当てられます。

［接続端末の表示］をクリックすると、接続中の DHCP クライアントのリスト
が別ウィンドウで表示されます。

5	 WAN&LAN 設定

LAN 設定 画面

画面の
表示

MEMO
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DHCP リース時間 DHCP サーバによりクライアントに割り当てられる IP アドレスのリース時間
を設定します。「通常」に設定した場合、クライアントには継続的に同じ IP ア
ドレスが割り当てられます。

DHCP サーバ機能を有効にしている場合、クライアントには自動的に IP アドレスが割り当
てられます。しかし、クライアントのネットワーク機器によっては、特定の IP アドレスを
割り当てたい場合があります。クライアントの MAC アドレスと指定したい IP アドレスを関
連付けて登録することができます。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN 設定］→［LAN 設定］→［固定 DHCP 設定］を選択し
ます。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

固定 DHCP 設定 画面

画面の
表示

MEMO

●設定の内容

固定 DHCP を有効 この項目をチェックしている場合に、固定 DHCP リストの内容が有効になりま
す。チェックしていない場合は、リストに登録されていても IP アドレスは固定
されません。

IP アドレス クライアントに割り当てる IP アドレスを入力します。

MAC アドレス IP アドレスを固定するクライアントの MAC アドレスを入力します。

コメント 自由にコメントを入力できます。登録したクライアントを区別するのに便利で
す。

●固定 DHCP リスト
入力画面で設定した内容をリストとして表示します。［選択］は、登録したクライアントの
情報を削除する場合にチェックします。

●各ボタンの機能

追加 リストに新たに IP アドレスを固定するクライアントを追加します。

選択して削除 ［選択］をチェックしたクライアントをリストから消去します。

全てを削除 リストのクライアントの設定をすべて消去します。
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固定 DHCP の設定

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

❶	［固定 DHCP を有効にする］をチェックします。
❷	 クライアントに割り当てたい IP アドレスを入力します。「．」で区切る必要があります。 

例 192.168.2.131
❸	 クライアントの MAC アドレスを入力します。「:」で区切る必要はありません。 

例 123456789012
❹	 必要に応じて［コメント］に、コメントを入力します。
❺	 追加  をクリックします。固定 DHCP リストにクライアントが追加されます。
❻	 登録するクライアントが複数ある場合は、❷〜❺を繰り返します。

MEMO

本製品の WAN（インターネット）側の設定をします。［WAN アクセスタイプ］で、DHCP・
PPPoE・PPPoE マルチセッション・固定 IP のいずれを選択するかで、設定画面が異なります。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN 設定］→［WAN 設定］を選択します。

●「DHCP」を選択した場合

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

WAN 設定 画面

画面の
表示

MEMO
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●「固定 IP」を選択した場合

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

MEMO

●設定の内容

固定 IP プロバイダから提供された情報を入力します。

サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ

MTU サイズ MTU（Maximum Transmission Unit）、1 回の転送で送信できるデータの
最大値（単位はバイト）を設定します。通常は変更する必要はありませ
ん。（初期値：1454）

DNS 1 プロバイダから DNS アドレスの指示が 1 個しかない場合は、こちらに
だけ入力します。

DNS 2 プロバイダから DNS アドレスの指示が 2 個ある場合は、こちらにセカ
ンダリの DNS アドレスを入力します。

MAC アドレスコピー インターネット側に本製品ではなく、パソコンの MAC アドレスを通知
する場合は、ここにパソコンの MAC アドレスを入力します。パソコン
の MAC アドレスによって接続認証を行うような CATV インターネット
接続サービスで使用します。
手動で入力する場合は 手動追加  をクリックしてから入力します。

コピー  をクリックすると、設定ユーティリティに接続しているパソ
コンの MAC アドレスが WAN 側の MAC アドレスとして使用されます。
プロバイダに登録されている MAC アドレスを持つパソコンから実行し
てください。

UPnP を有効にする UPnP（Universal Plug and Play）機能の有効 / 無効を設定します。UPnP
を有効にすると、UPnP 対応 OS で UPnP 対応ネットワーク機器を使用し
た場合に、自動的に LAN 内の装置を検出して、正常に認識できるよう
にします。（初期値：有効）

WAN 側からの ping に
対する応答を有効にする

WAN（インターネット）側からの ping に対して応答するかどうかを設定
します。有効にすると、WAN 側からの ping に対して応答します。（初
期値：無効）

IPv6 ブリッジを有効に
する

プロバイダから提供される IPv6 サービスを、本製品を経由して利用で
きるようにする「IPv6 ブリッジ」機能の有効 / 無効を設定します。IPv6
サービスを利用する場合でも、本製品を経由しない場合は無効にして
もかまいません。（初期値：有効）。

HW NAT を有効にする 有効にすると、本製品の通信をハードウェアで処理することで、イン
ターネットとパソコン・スマホなどの間の通信スループットを高速化
することができます。（初期値：無効）
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DDNS（ダイナミック DNS）を利用すると、WAN 側が固定 IP アドレスでなくても、ホスト名
を使ってサーバなどを利用できるようになります。この機能を利用するには、ダイナミッ
ク DNS のサービス提供者に登録する必要があります。ダイナミック DNS はサービスリスト
に表示されるサービスでご利用いただけます。

あらかじめ DDNS サービスに登録しておいてください
DDNS サイトにアクセスしてユーザー登録し、ドメイン名やアカウントなどを取得しておい
てください。

DDNS サービスを利用するにあたって
⿠DDNS サービスへの登録については、弊社のサポート対象外となります。登録に関しては、

一切責任を負いかねます。
⿠Clear-net（クリアネットサービス）とは、グループ会社ロジテックの対象製品をユーザ登

録してご利用いただいている方に無償で提供されるダイナミック DNS サービスです。ク
リアネットサービスへの登録については、ロジテックのホームページで詳細をご確認の
うえ、ご利用ください。

⿠DDNS サービスによっては、定期的に更新をしないと登録が削除されてしまうことがあり
ます。登録の更新は、本製品がインターネットに接続されているときに自動的におこな
われるほか、手動で更新する場合もあります。更新期間などの詳細はご利用になる DDNS
サイトをご覧ください。

画面左のメニューリストから［WAN&LAN 設定］→［WAN 設定］→［DDNS］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

DDNS 画面

MEMO

画面の
表示

MEMO

●設定の内容

DDNS ダイナミック DNS を利用する場合は「有効」を選択します。

サービスプロバイダ リストから登録したサービスを選択します。

ドメイン 登録したドメイン名を入力します。

ユーザ名 ID 登録したアカウントを入力します。DDNS サービスによってはアカウントが
E メールアドレスの場合があります。

パスワード 設定したパスワードを入力します。
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「こどもネットタイマー」機能の各種設定方法について説明します。

「こどもネットタイマー」機能は、専用の接続 ID「こどもネット SSID」を使用した Wi-Fi 機
器に対して、タイマー設定することで Wi-Fi 機器から本製品への Wi-Fi 接続時間を制限する
ことができる機能です。お子様の Wi-Fi ゲーム機の利用時間を制限したい場合になどにお勧
めです。

パソコンを使わずにスマートフォン / タブレットからも設定できます。設定方法については、
本製品に付属の印刷物「補足編」をお読みください。

⿠接続時間の制限方法は、1 日の決められた時間のみ接続を許可する「スケジュール設定」
と、1 日あたりの Wi-Fi 接続時間の上限を設定できる「タイマー設定」の 2 種類があります。

⿠機器ごとに接続制限設定が可能です。時間外または累計時間が過ぎた時点で Wi-Fi 接続が
できなくなります。

　※ �接続する機器によっては、制限された時間を超えても Wi-Fi 接続が切断されない場合が
ありますが、この場合でもインターネットへの接続はできなくなります。

⿠Wi-Fi ゲーム機をはじめスマートフォンやタブレット、パソコンなどの Wi-Fi 機器にも設
定できます。

⿠「こどもネット SSID」を使用する Wi-Fi 機器に対して WPS 機能を使って接続できます。
⿠設定はスマートフォン / タブレットやパソコンから可能です。
⿠RT モード時のみご利用いただけます。
⿠クライアントとの通信環境が悪い場合、正常に接続制限機能が作動しないことがありま

す。
⿠設定を削除したい場合は、Wi-Fi 機器側のプロファイルを削除してから本製品側で設定の

削除をおこなってください。。

6	 こどもネットタイマーの設定

こどもネットタイマーでできること

MEMO

MEMO

画面左のメニューリストから［こどもネットタイマー］を選択します。

●設定の内容

有効／無効 こどもネットタイマー機能を有効または無効にすることができます。無効に
すると、[ 無線設定 ] の基本設定にて「こどもネット SSID」のボタン利用が出来
なくなり、こどもネット用の SSID「e-timer-XXXXXX」は使えなくなります。（初
期値：有効）

タイマー設定 毎日（0:00〜24:00）、タイマー設定の時間分だけ Wi-Fi 接続を可能にする設定方
法です。
例えば 3 時間と設定した場合、1 日の接続時間が累計で 3 時間を超えると通信
できなくなります。
タイマー機能の設定方法については、P84「タイマー機能 画面」をお読みくだ
さい。
※作動中にルータ本体（本製品）を再起動するとタイマーがリセットされます。

スケジュール機能 決められた時間のみ Wi-Fi 接続を可能にする設定方法です。毎日、平日（月〜
金）、休日（土日）から選べます。
スケジュール機能の設定方法については、P86「スケジュール機能 画面」をお
読みください。

● �こどもネットタイマー機能を利用する場合は、WPS 機能を使って通常の SSID 接続に
変更されてしまうことを防ぐために、本機能設定後に本製品の WPS 機能を無効にす
ることをお勧めします。

● �PSP、ニンテンドーDS Lite など、暗号機能が WEP にしか対応していない機器を接続
される場合は、こどもネットタイマーSSID「e-timer-XXXXXX」の暗号機能の初期値を、
あらかじめ「WPA2-AES」から「WEP」に変更してください。（→ P60「4. セキュリティ
を設定する（無線の暗号化）」）

注 意

画面の
表示

タイマー機能とスケジュール機能を同時に使用することはできません。
注 意
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画面左のメニューリストから［こどもネットタイマー］→［タイマー機能］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●こどもネット SSID クライアント一覧

機器名称 接続している Wi-Fi 機器の名称が表示されます。名称は［機器名称の変更］で
変更することもできます。

MAC アドレス 接続している Wi-Fi 機器の MAC アドレスが表示されます。

残り時間 1 日に接続できる時間のうち、残り時間を表示します。

タイマー ［スタート］をクリックすると、ネットタイマーのカウントダウンを開始しま
す。［ストップ］をクリックすると、ネットタイマーを中断します。

選択 Wi-Fi 機器の設定を変更する場合にチェックします。

●設定の内容

ネットタイマー設定 1 日に接続できる時間を選択します。

機器名称の変更 接続している Wi-Fi 機器の名称を変更します。

●こども SSID と WPS で接続を行う
Wi-Fi 機器側で WPS 機能を実行したあと、 WPS スタート  をクリックすると、本製品に WPS
機能を使って Wi-Fi 機器を接続することができます。。（→ P88「こどもネットタイマーの対
象となる Wi-Fi 機器の登録」）

タイマー機能 画面

画面の
表示

MEMO

●各ボタンの機能

追加 各 Wi-Fi 機器に設定した内容を「こどもネット SSID クライアント一覧」に反
映します。

削除 ［選択］をチェックした Wi-Fi 機器をリストから消去します。
※�削除したクライアントとの接続が切断されていない場合、リストからは削

除されず、設定のみリセットされます。

タイマー機能の設定

登録した Wi-Fi 機器にこどもネットタイマー機能を設定します。

❶	［ こども SSID クライアント一覧］で、設定したい機器の［選択］をチェックします。
　※ �Wi-Fi 機器を本製品に接続する方法については、P88「こどもネットタイマーの対象と

なる Wi-Fi 機器の登録」をお読みください。
❷	［ ネットタイマー設定］でタイマー時間を選択します。
❸	 一覧に表示された機器名を変更する場合は、［機器名称の変更］に新しい名称を入力しま

す。
❹	 追加   をクリックします。
・ ［こども SSID クライアント一覧］に設定した内容が表示されます。
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画面左のメニューリストから［こどもネットタイマー］→［スケジュール機能］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●こどもネット SSID クライアント一覧

機器名称 接続している Wi-Fi 機器の名称が表示されます。名称は［機器名称の変更］で
変更することもできます。

MAC アドレス 接続している Wi-Fi 機器の MAC アドレスが表示されます。

制限時間 接続可能な時間帯が表示されます。

期間 接続可能な曜日が表示されます。
［毎日］：月曜日〜日曜日
［平日］：月曜日〜金曜日
［休日］：土曜日・日曜日

※土、日曜日以外の祝日は、平日として動作します。

ステータス Wi-Fi 機器との接続状態が表示されます。

選択 Wi-Fi 機器の設定を変更する場合にチェックします。

スケジュール機能 画面

画面の
表示

MEMO

●設定の内容

接続制御時間設定 接続可能な時間帯を設定します。

制御期間 接続可能な曜日を設定します。
［毎日］：月曜日〜日曜日
［平日］：月曜日〜金曜日
［休日］：土曜日〜日曜日

※土、日曜日以外の祝日は、平日として動作します。

機器名称の変更 接続している Wi-Fi 機器の名称を変更します。

●こども SSID と WPS で接続を行う
Wi-Fi 機器側で WPS 機能を実行したあと、 WPS スタート  をクリックすると、本製品に WPS
機能を使って Wi-Fi 機器を接続することができます。（→ P88「こどもネットタイマーの対
象となる Wi-Fi 機器の登録」）

●各ボタンの機能

追加 各 Wi-Fi 機器に設定した内容を「こどもネット SSID クライアント一覧」に反
映します。

削除 ［選択］をチェックした Wi-Fi 機器をリストから消去します。
※�削除したクライアントとの接続が切断されていない場合、リストからは削

除されず、設定のみリセットされます。

スケジュール機能の設定

❶	［ こども SSID クライアント一覧］で、設定したい機器の［選択］をチェックします。
※ Wi-Fi 機器を本製品に接続する方法については、P88「こどもネットタイマーの対象とな

る Wi-Fi 機器の登録」をお読みください。
❷	［ 接続制御時間設定］で接続可能な時間帯の開始時刻と終了時刻を設定します。
❸	［ 制御期間］で接続可能な曜日を選択します。
❹	 一覧に表示された機器名を変更する場合は、［機器名称の変更］に新しい名称を入力しま

す。
❺	 設定   をクリックします。
・ ［こども SSID クライアント一覧］に設定した内容が表示されます。
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こどもネットタイマーの対象となる Wi-Fi 機器の登録

はじめて、こどもネットタイマーを設定するときは、Wi-Fi 機器を登録する必要があります。
あらかじめ〈こどもネット SSID 設定〉画面で「こどもネット SSID」が有効になっていること
を確認します。（→ P55「こどもネット SSID の設定」）

●Wi-Fi 機器が WPS に対応している場合
❶	 本製品に登録する Wi-Fi 機器側で WPS 機能を実行します。
❷	〈こどもネットタイマー〉画面で WPS スタート  をクリックします。

❸	 正常に接続できると、接続された Wi-Fi 機器が一覧に追加されます。

Wi-Fi 機器が WPS に対応していない場合
Wi-Fi 機器の説明書をお読みになり、SSID および暗号キーを手動で設定してください。
⿠SSID は「こどもネット SSID」を選択します。
⿠こどもネット SSID の初期値は、「e-timer-XXXXXX」

です。X は、任意の英数字（0〜9、a〜f）です。
⿠本製品の SSID と暗号キーの初期値は、付属の設定

情報シートに記載されています。

クリック

MEMO

XXXXXXXXXXXX

elecom2g-XXXXXX
elecom5g-XXXXXX
e-timer-XXXXXXX

XXXXXXXXXXXXX

本製品の省電力機能を有効にすると、2.4G WLAN ランプ、5G WLAN ランプがオフになり、
消費電力を抑えることができます。

画面左のメニューリストから［LED 省電力設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

LED 省電力機能 「有効」を選択すると、2.4G WLAN ランプ、5G WLAN ランプを消灯して消費電
力を抑える「省電力モード」になります。（初期値：無効）

7	 LED 省電力機能の設定

画面の
表示

MEMO
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登録した MAC アドレスを持つ無線 LAN 子機または有線クライアントとだけ通信できるよう
にしたり、通信を拒否したりできます。第三者の無線 LAN 子機からの不正アクセスを防止
するのに役立ちます。

AP モードでは、有線接続したクライアントに、アクセスコントロール機能を使用すること
はできません。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［アクセスコントロール］を選択し
ます。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

8	 ファイアウォールの設定

アクセスコントロール 画面

MEMO

画面の
表示

MEMO

●設定の内容

アクセスコントロール機能 アクセスコントロール機能の有効 / 無効を設定します。

コントロールモード 接続許可：�［アクセスコントロール］に登録した MAC アドレスを持つ
クライアントだけが接続できます。

接続拒否：�［アクセスコントロール］に登録した MAC アドレスを持つ
クライアントとの接続を拒否します。

MAC アドレス 本製品への接続を許可または拒否するクライアントの MAC アドレス
を入力します。

コメント 自由にコメントを入力できます。登録したクライアントを区別する
のに便利です。

●アクセスコントロール
入力画面で設定した内容をリストとして表示します。［選択］は、登録したクライアントの
情報を削除する場合にチェックします。登録できるクライアント数は最大 50 です。

●各ボタンの機能

選択して削除 ［選択］をチェックしたクライアントをリストから消去します。

全て削除 リストのクライアントの設定をすべて消去します。
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クライアントの登録

❶	［アクセスコントロール機能］で［有効］を選択します。
❷	［コントロールモード］で［接続許可］または［接続拒否］を選択します。
❸	 クライアントの MAC アドレスを入力します。「:」で区切る必要はありません。 

例 1234567890gh
❹	 必要に応じて［コメント］に、クライアントを区別するための名称など、コメントを入力

します。
❺	 追加  をクリックします。設定したクライアントが［アクセスコントロール］のリストに

表示されます。
❻	 登録するクライアントが複数ある場合は、❷〜❺を繰り返します。

ポート転送（ポートフォワーディング）機能を設定します。通常 NAT 変換を利用するルータ
では、WAN（インターネット）側から LAN 上のコンピュータにアクセスすることはできませ
んが、この機能を利用することで、LAN 上にある指定されたコンピュータを WAN 側に開放
することができます。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［ポートフォワーディング］を選択
します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

ポートフォワーディング 画面

この機能を利用する場合で本製品の DHCP サーバ機能を有効にしているときは、P70
「固定 DHCP 設定 画面」で、ポートフォワーディングの対象となるクライアントの IP ア

ドレスを固定するようにしてください。DHCP サーバ機能により動的に IP アドレスが変
更されると、意図しないコンピュータが WAN 側に開放される恐れがあります。

注 意

画面の
表示

MEMO
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特定の Web サイトの URL を設定することで、ホームページの閲覧を拒否することができま
す。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［URL フィルタリング］を選択しま
す。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

URL フィルタリング機能 URL フィルタリング機能の有効 / 無効を設定します。（初期値：無効）

フィルタする文字列 接続を拒否する Web サイトの URL に含まれる文字列を入力します。

●URL フィルタ対象文字列リスト
入力画面で設定した内容をリストとして表示します。［選択］は、登録した文字列の情報を
削除する場合にチェックします。登録できる文字列の数は最大 5 です。

●各ボタンの機能

選択して削除 ［選択］をチェックした文字列をリストから消去します。

全てを削除 リストの文字列の設定をすべて消去します。

URL フィルタリング設定 画面

画面の
表示

MEMO

URL フィルタリングの設定

❶	［URL フィルタリング機能］で［有効］を選択します。
❷	［フィルタする文字列］に対象となる Web サイトの URL に含まれる文字列を入力します。
❸	 追加  をクリックします。登録した文字列が［URL フィルタ対象文字列リスト］に表示さ

れます。
❹	 適用  をクリックします。
❺	 登録する文字列が複数ある場合は、❷〜❹を繰り返します。
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通常、NAT 変換を利用するルータでは、WAN（インターネット）側から LAN 上のパソコンに
アクセスすることはできません。DMZ 機能を使用すると、指定した端末に WAN 側からア
クセスできるようになります。これにより、LAN 上からは通常使用できない双方向通信を
利用したサービスを利用できます。

画面左のメニューリストから［ファイアウォール設定］→［DMZ］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●設定の内容

DMZ 機能 DMZ 機能の有効 / 無効を設定します。（初期値：無効）

DMZ IP アドレス インターネット（外部）に公開する WAN 側 IP アドレスを入力します。
「．」で区切る必要があります。

例 192.168.2.131

DMZ 設定 画面

設定をおこなう前に、接続先の端末がセキュリティ設定済みであるか、確認してくださ
い。注 意

画面の
表示

MEMO

QoS（Quality of Service）は特定の通信について、あらかじめ使用する帯域を予約しておくこ
とで、その通信の速度を保証する機能です。例えばストリーミングのように一定の転送速
度が確保されないと実用的でないようなサービスを利用するときに有効です。

画面左のメニューリストから［QoS 設定］を選択します。

設定を変更した場合
設定を変更した場合は、必ず 適用  をクリックして設定を保存してください。引き続き他
の項目の設定を続ける場合は 戻る  を、変更した内容をすぐに有効にする場合は 更新   
をクリックし、画面のメッセージに従ってください。

●QoS 機能
QoS 機能の有効 / 無効を設定します。（初期値：無効）

QoS 画面

設定をおこなう前に、接続先の端末がセキュリティ設定済みであるか、確認してくださ
い。注 意

画面の
表示

MEMO
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●ダウンロード / アップロード帯域設定

ダウンロード帯域幅 ダウンロードで確保する全体の帯域幅を選択します。（初期値：1Mbps）

アップロード帯域幅 アップロード確保する全体の帯域幅を選択します。（初期値：1Mbps）

●特定通信に関する設定

通信方向 通信方向を選択します。ダウンロード、アップロード、または両方のいずれ
かを選択できます。（初期値：ダウンロード）

上限 / 下限 最大帯域（上限）か最低帯域保証（下限）かの設定をします。（初期値：下限）

帯域幅 通信で確保する帯域幅を入力します。（初期値：1Mbps）

ローカル IP アドレス この帯域を適用するクライアントの IP アドレスを入力します。

ポート範囲 この帯域を適用するクライアントのローカルポート範囲を入力します。対象
が 1 台の場合は左側だけに入力します。

プロトコル 使用するプロトコルをリストから選択します。（初期値：TCP）

システム設定メニューでは、機器のステータス表示、設定の保存、設定の初期化（工場出荷
時の状態に戻す）、パスワード設定、ファームウェアのアップデートなどができます。ファー
ムウェアの更新については、P107「10. ファームウェアのアップデート」をお読みください。

本製品に関するさまざまなステータス情報を確認することができます。

画面左のメニューリストから［システム設定］→［ステータス］を選択します。

9	 システム設定

ステータス 画面

画面の
表示
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●システム

稼働時間 本製品の起動後の経過時間を表示します。電源を切ったり、再起動す
るとリセットされます。

ファームウェアバージョン ファームウェアのバージョンを表示します。

動作モード 現在選択中の動作モードを表示します。

現在時刻 本製品に内蔵された時計の現在の時刻を表示します。

●WAN 設定

IP アドレス 現在の IP アドレスを表示します。

サブネットマスク 現在のサブネットマスクを表示します。

デフォルトゲートウェイ 現在のデフォルトゲートウェイを表示します。

MAC アドレス 本製品の WAN 側の MAC アドレスを表示します。

●LAN 設定

IP アドレス 現在の IP アドレスを表示します。

サブネットマスク 現在のサブネットマスクを表示します。

DHCP サーバー DHCP 機能の状態を表示します。「有効」と表示されている場合、
DHCP サーバ機能が有効になっています。

MAC アドレス 本製品の WAN 側の MAC アドレスを表示します。

●無線設定状況（2.4G SSID）

SSID 現在使用中の SSID を表示します。

チャンネル 現在のチャンネルモードを表示します。

暗号化 現在使用中の暗号化設定を表示します。

BSSID BSSID を表示します。

接続端末台数 この SSID に接続している無線 LAN 子機の数です。

●無線設定（こどもネット SSID）

SSID 現在使用中の SSID を表示します。

チャンネル 現在のチャンネルモードを表示します。

暗号化 現在使用中の暗号化設定を表示します。

BSSID BSSID を表示します。

接続端末台数 この SSID に接続している無線 LAN 子機の数です。

●無線設定（5G SSID）

SSID 現在使用中の SSID を表示します。

チャンネル 現在のチャンネルモードを表示します。

暗号化 現在使用中の暗号化設定を表示します。

BSSID BSSID を表示します。

接続端末台数 この SSID に接続している無線 LAN 子機の数です。

本製品の設定情報をファイルとして保存できます。保存したファイルを読み込むことで、
本製品の状態を、設定情報を保存した時点の状態にすることができます。また、本製品の
設定内容を初期値（工場出荷時の状態）に戻すことができます。

画面左のメニューリストから［システム設定］→［設定保存と読込］を選択します。

設定保存と復元 画面

画面の
表示
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設定の保存方法

❶	 保存  をクリックします。
❷	〈ファイルのダウンロード〉画面が表示されますので、 保存  をクリックします。
❸	〈名前を付けて保存〉画面が表示されますので、ファイルの保存場所を指定し、 保存  を

クリックします。指定した場所に「config.dat」ファイルが保存されます。
❹	〈ダウンロードの完了〉画面が表示されますので、 閉じる  をクリックします。〈設定保

存と復元〉画面に戻ります。

設定の読み込み方法

❶	［設定を復元］の 参照  をクリックします。
❷	〈アップロードするファイルの選択〉画面が表示されますので、設定ファイルを指定しま

す。
❸	 復元  をクリックします。
❹	「 設定の読み込みに成功しました。」と表示されます。 戻る  をクリックします。

設定を初期化する（工場出荷時の状態に戻す）

❶	［設定を初期化］の 初期化  をクリックします。
❷	 工場出荷時の状態に戻してよいか、確認のメッセージが表示されますので OK  をク

リックします。
❸	 しばらくすると「初期化に成功しました。」と表示されます。

本製品の設定ユーティリティにログインするための、ユーザー名とパスワードを設定 / 変更
します。

画面左のメニューリストから［システム設定］→［パスワード設定］を選択します。

設定の手順

❶	［新ユーザ名］に、新しく設定するユーザー名を入力します。
❷	［現在のパスワード］に、現在使用しているパスワードを入力します。
❸	［新しいパスワード］に、新しく設定するパスワードを入力します。
❹	［パスワードを確認］に、もう一度、新しいパスワードを入力します。
❺	 適用  をクリックします。認証画面が表示されます。
❻	 新しく設定したユーザー名とパスワードを入力し、 OK  をクリックします。
⿠	〈ステータス〉画面が表示されます。

パスワード設定 画面

画面の
表示

●パスワードの変更をお勧めします
設定ユーティリティへのパスワードが初期値のままだと、各種設定情報を自由に閲覧し
たり、パスワードを変更したりすることができます。設定ユーティリティのログインパ
スワードの変更をお勧めします。

●変更後のユーザー名とパスワードを忘れないでください
変更後のユーザー名とパスワードを忘れると、本製品を初期化する必要があります。す
べての設定が初期化されますので、ユーザー名、パスワードは忘れないようにしてくだ
さい。

注 意
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本製品にはファームウェアを自動的に更新できる「フォームウェアの自動更新機能」があり
ます。エレコム・ホームページ上に最新のファームウェアがある場合、検知から 24 時間後
または設定した時刻に、本製品は自動的にファームウェアをアップデートするようになっ
ています。これにより、常に最新の状態で本製品をご使用いただけるようになります。

ファームウェアを自動更新するには、〈自動更新（アップデート）〉画面で自動更新を有効に
しておく必要があります。設定方法については、次ページの「ファームウェアの自動更新を
有効にする」をお読みください。

⿠自動アップデートは、本製品の電源が入った状態で、インターネットに接続できる必要
があります。

⿠インターネットをご使用中は、更新作業は始まりません。
⿠初期設定では、検知から 24 時間後に自動的に更新します。また、自動更新の開始時間を

設定することもできます。（→ P111「ファームウェア自動更新の時間設定」）
⿠通知機能を設定することで、更新ファイルがある場合にブラウザによる通知を行うこと

ができます。（→ P110「ファームウェア自動更新の通知設定」）

最新ファームウェアの自動更新機能

アップデート中は、絶対に本製品の電源を切らないでください。本製品が故障する恐れ
注意があります。注 意

MEMO

ファームウェアの自動更新を有効にする

❶	 画面左のメニューリストから［システム設定］→［ファームウェア更新］→［自動更新（アッ
プデート）］を選択します。

❷	［有効］を選択し、 適用  をクリックします。
❸	「設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。
・	 しばらくすると、〈ステータス〉画面が表示されます。
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ファームウェア自動更新の通知設定

エレコム・ホームページ上に最新のファームウェアがある場合、ご使用のインターネット
ブラウザを開いたときに、通知する / しないを設定することができます。

［有効］を選択すると、ファームウェアをアップデートするか案内の画面が表示されます。
画面のメッセージに従って操作することで、ファームウェアのアップデートを行うことが
できます。

［無効］を選択すると、ブラウザによる通知画面が表示されず、自動的にアップデートを行
います。

❶	 画面左のメニューリストから［システム設定］→［ファームウェア更新］→［自動更新（アッ
プデート）］→［通知設定］を選択します。

❷	［ 有効］または［無効］を選択し、 適用  をクリックします。
❸	「 設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。
・ 	 しばらくすると、〈ステータス〉画面が表示されます。

アップデート中は、絶対に本製品の電源を切らないでください。本製品が故障する恐れ
注意があります。注 意

ファームウェア自動更新の時間設定

「ファームウェアの自動更新の通知設定」を［無効］に設定した時は、エレコム・ホームペー
ジ上に最新のファームウェアがある場合、検知から 24 時間後に自動的に更新します。また、
自動更新の開始時間を設定することもできます。

❶	 画面左のメニューリストから［システム設定］→［ファームウェア更新］→［自動更新（アッ
プデート）］→［更新時間設定］を選択します。

❷	［ 更新開始時間を選択します。（初期値：［Auto（検知から 24 時間後に自動更新）］）
❸	  適用  をクリックします。
❹	「 設定の保存に成功しました。」と表示されます。 更新  をクリックします。
・ 	 しばらくすると、〈ステータス〉画面が表示されます。
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自動更新機能を使わずに手動でファームウェアを更新することもできます。ファームウェ
アをダウンロードせずにオンラインで更新する方法と、ファームウェアをダウンロードし
て更新する方法があります。

オンラインでの更新

エレコム・ホームページ上にあるファームをダウンロードすることなく、オンラインで更新
することができます。ファームウェアをダウンロードする必要がなく簡単に更新できます。

画面左のメニューリストから［システムム設定］→［ファームウェア更新］→［手動更新（アッ
プデート）］を選択します。

❶	［オンライン更新（アップデート）］で 更新ファイル確認  をクリックします。
❷	 最新のファームウェアがあるかメッセージが表示されます。最新ファームウェアがある

場合は、 更新する  をクリックします。
・	 すでに最新の場合は、 戻る  をクリックします。
❸	 案内メッセージが表示されます。 OK  をクリックします。
❹	 更新作業が始まります。更新が完了するまで、本製品の電源をオフにしないでください。
❺	 正常にアップデートが完了すると、設定ユーティリティへのログイン画面が表示されま

す。
❻	「FW のアップデートが完了しました！！」と表示されます。Web ブラウザ画面を閉じま

す。

手動でファームウェアを更新する

通信環境が悪い場合は、ファームウェアをダウンロードしてから、「手動更新（アップデー
ト）」で更新することをお勧めします。注 意

画面の
表示

ダウンロードしたファームウェアを使った更新

ダウンロードしたファームウェアを、「手動更新（アップデート）」機能を使って更新します。

画面左のメニューリストから［システム設定］→［ファームウェア更新］→［手動更新（アップ
デート）］を選択します。

❶	 パソコンと本製品を有線 LAN で接続します。
・	 パソコンは IP アドレスを自動取得できるように設定しておいてください。
❷	 インターネットに接続します。
❸	 エレコム Web サイト「http://www.elecom.co.jp/」に接続します。
❹	［ ダウンロード］をクリックします。
❺	［ 型番で検索］で型番を入力し、 検索  をクリックします。
❻	 本製品向けにダウンロード可能な内容が表示されますので、ファームウェアを選びます。
❼	 説明に従ってダウンロードします。
・	 ダウンロード前に注意事項などがないかダウンロードページでご確認ください。
・	 ダウンロードファイルの保存場所には、デスクトップを指定してください。
❽	 このあと「Windows でのアップデート手順」または「Mac でのアップデート手順」をお読

みください。

画面の
表示
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■ Windows でのアップデート手順

❶	 ダウンロードした圧縮ファイルのアイコン（電子レンジ型）をダブルクリックします。
❷	 メッセージに従って解凍し、デスクトップ上に保存します。
❸	〈 ファームウェア更新 手動更新（アップデート）〉画面で、 参照  をクリックします。
　	（P112「画面の表示」参照）。

❹	〈 アップロードするファイルの選択〉画面が表示されますので、解凍したファイルを指定
し、 開く  をクリックします。

❺	 アップロードする  をクリックします。
❻	 アップデートを確認するメッセージが表示されますので、 OK  をクリックします。
❼	「 ファームウェア更新中。」と表示され、アップデートが開始します。
・	 アップデートが完了するまで、絶対に本製品の電源を切らないでください。
❽	 アップデートが完了すると「アップデートが完了しました。」と表示されます。
・	 新しいファームウェアで動作するようになります。

エラー画面が表示された場合
本製品の電源ケーブル（AC アダプタ）を抜き差しして電源を入れ直してください。

アップデート中は、絶対に本製品の電源を切らないでください。本製品が故障する恐れ
注意があります。注 意

MEMO

■ Mac でのアップデート手順

❶	 ダウンロードした圧縮ファイル（ZIP 形式）を解凍します。
・ 	 メッセージに従って解凍し、デスクトップ上に保存します。
・ 	 ご使用の環境によっては、解凍作業が不要な場合があります。
❷	 このあとは、「Windows でのアップデート手順」の手順❸〜❾を実行します。

アップデート中は、絶対に本製品の電源を切らないでください。本製品が故障する恐れ
注意があります。注 意



117116

Chapter 3　詳細設定編

Appendix

付録編



118 119

Appendix　付録編 WRC-1167GHBK2

■3	 2 分以上経過後、設定用に本製品に接続しているパソコンの LAN ケーブルを LAN ポー
トから「INTERNET ポート」に差し替えます。

⿠子機モードでは、「INTERNET ポート」が設定用のコンソールポートになります。

■4	 手順 の後に、1 分以上経過してから、Web ブラウザを起動します。アドレス欄に
「http://192.168.2.1」と入力し、設定画面にアクセスします。

⿠ログイン画面が表示された場合は、ログインします。
⿠初期値は、ユーザー名「admin」、パスワード「admin」です。

■5	 子機モードの設定ユーティリティ画面が表示されます。

本製品を子機モード（コンバータモード）に変更することで、有線 LAN ポートを持つネット
ワーク機器を無線化することができます。ネットワーク対応 TV などと子機モードの本製品
を組み合わせることで、別途用意された無線親機と無線 LAN で接続することができます。

本製品の設定をするために、本製品と有線 LAN で接続するパソコンを 1 台用意し、本製品
の LAN ポートとパソコンの有線 LAN ポートを LAN ケーブルで接続しておきます。

■1	 本製品の設定ユーティリティを開き、画面左のメニューリストから［モード変更］を選
択します。
⿠設定ユーティリティの表示方法は P34 をお読みください。

■2	 本製品の設定ユーティリティを開き、画面左のメニューリストから［モード変更］を選
択します。

1	 子機モード（コンバータモード）を使う

子機モードに変更する

選択する
1

クリック
2

※縦置き時

背面

パソコン（有線LAN）

LANポートへ

LANポートへ

※縦置き時

背面

パソコン（有線LAN）
INTERNETポート

（青色）

「子機モードで動作中」と表示されます。
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■1	 設定ユーティリティの画面左のメニューリストから［無線設定］を選択します。

■2	 調べておいた無線親機の情報を入力し、 をクリックします。

※�帯域は「Auto」で変更する必要はありません。

［検索］ボタンについて
SSID を自動で入力できるほか、暗号化方式も自動で選択されます。  をクリックする
と〈無線サイトサーベイ〉画面が表示されます。リストに表示された目的の SSID の「選択」
にある○を選択し、適用 をクリックします。 

下記の MEMO 参照

入力する
1

クリック
2

MEMO

■6	 次の「無線親機にアクセスする」へ進みます。

子機モードからルータ /AP モードに戻すには…
❶ 設定用のパソコンと本製品（子機モード）の「INTERNET ポート」を LAN ケーブルで接続し、

Web ブラウザから設定ユーティリティを開きます。
❷ モード変更画面で、「ルータ /AP モード」を選択し、適用 をクリックします。
❸ 2 分経過後、設定ユーティリティを閉じ、LAN ケーブルを LAN ポートに接続し直します。
❹ 再度、設定ユーティリティを開き（「http://192.168.2.1」を入力（初期値の場合））、画面上

部に「ルータモード（または AP モード）で動作しています。」と表示されたら完了です。

あらかじめ以下の準備をしておきます。

●本製品を子機モードで使用するときは、手動で暗号機能を設定する必要があります。無
線親機の以下の情報をご用意ください。

　無線親機が本製品と同シリーズの場合は、設定情報シートに記載があります。

※ �WEP の場合、本製品は「キー1」にのみ対応いたします。あらかじめキー1 に暗号キーを設定しておい
てください。

●�本製品の作業を進める前に、無線親機の電源を入れて、本製品が無線親機にアクセスで
きるようにしておきます。

MEMO

無線親機にアクセスする

無線親機の SSID
→複数の SSID がある場合は、接続したい SSID をご確認ください。

暗号化方式※ 　□ WEP　　□ WPA-PSK（TKIP）　　□ WPA2-PSK（AES）

暗号キー

接続する SSID のこのボタンをクリックします。
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■3	 無線親機の電源が入っていることを確認してから、  をクリックします。

■4	 無線親機へのアクセスに成功すると〈ステータス〉画面が表示されます。また画面上方
に、「親機と無線接続できています。」と表示されます。

※ �2.4GHz 帯で接続した場合は、本製品の「2.4G WLAN ランプ」が点灯します。 
5GHz 帯で接続した場合は、「5G WLAN ランプ」が点灯します。

■5	 設定ユーティリティの画面を閉じます。

■6	 次ページの「有線ネットワーク機器と接続する」へ進みます。

クリック

使用する有線ネットワーク機器は、あらかじめ有線 LAN 接続でインターネットやローカル
ネットワークに接続できていることを確認しておいてください。

■1	 本製品の背面にある DC IN から電源プラグを抜いて電源を切ります。

■2	 有線ネットワーク機器の LAN ポートと本製品背面にある LAN ポートのいずれかを LAN
ケーブルで接続します。

⿠LAN ポートは 4 ポートあります。いずれのポートに接続してもかまいません。
⿠4 台までの有線ネットワーク機器を接続することができます。ただし、同時に使用すると、

通信速度が低下することがあります。
⿠「INTERNET ポート」は使用できません。

■3	 本製品の背面の DC IN に電源プラグを差し込み、電源を入れます。

■4	 有線ネットワーク機器からインターネットやネットワークに接続できることを確認し

5	 ます。接続できれば作業はすべて完了です。

有線ネットワーク機器と接続する

※縦置き時

背面

有線ネットワーク対応TVなど
LANポートへ

モデムなど無線親機 本製品
（子機モード）

有線ネットワーク
対応 TV など
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本製品を子機モードで使用する場合、以下のような設定メニューがあります。各メニュー
の説明は、下記の表を参考にしてください。

●子機モード時の設定ユーティリティへのアクセスは、本製品背面にある「INTERNET ポー
ト」を有線 LAN でパソコンと接続してご使用ください。子機モード時は、「コンソールポー
ト」になり、パソコンから Web ブラウザで各種設定が可能です。

●子機モード時に、本製品をリセット（初期化）しますと、設定が工場出荷時の状態に戻り、
ルータ /AP モードになります。ルータ /AP モード時に、パソコンから Web ブラウザで本
製品の設定ユーティリティを開く場合は、パソコンを本製品の LAN ポートに接続する必
要があります。

子機モードでの設定メニューについて

子機モードの注意点

本製品を中継機モード（リピータモード）に変更することで、電波の届きにくい場所でも電
波を中継して、通信範囲をより広くすることができます。また、有線 LAN 環境がない場所
に本製品を設置することで、無線親機との距離があっても電波を中継し、クライアント端
末と無線接続できるようにします。

本製品の設定をするために、本製品と有線 LAN で接続するパソコンを 1 台用意し、本製品
の LAN ポートとパソコンの有線 LAN ポートを LAN ケーブルで接続しておきます。

■1	 本製品の設定ユーティリティを開き、画面左のメニューリストから［モード変更］を選
択します。
⿠設定ユーティリティの表示方法は P34 をお読みください。

2	 中継機モード（リピータモード）を使う

2.4GHz と 5GHz の同時使用はできなくなります。接続先の無線親機と本製品との間で使
用している周波数帯でのみアクセスできます。注 意

中継機モードに変更する

モード変更

ルータ /AP モードのほか、子機モードおよび中継機モードからモードを選択
するための画面です。子機モードについては、P118「1. 子機モード（コンバー
タモード）を使う」を、中継機モードについては、P125「2. 中継機モード（リピー
タモード）を使う」の説明を参考にしてください。

無線設定 無線親機にアクセスするための設定画面です。
P120「無線親機にアクセスする」の説明を参考にしてください。

LAN 設定 LAN 側の設定をします。内容については、P69「LAN 設定 画面」を参照してく
ださい。

LED 省電力設定
省電力機能を有効にすると、2.4GHz WLAN ランプと 5GHz WLAN ランプがオフ
になり、消費電力を抑えることができます。内容については、P89「7. LED 省
電力機能の設定」を参照してください。

システム設定 ステータス、ファームウェア更新、設定保存と読込、パスワード設定があります。
内容については、P101「9. システム設定」を参照してください。

モデムなど無線親機 本製品（中継機モード）

※縦置き時

背面

パソコン（有線LAN）

LANポートへ

LANポートへ
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